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は じ め に
佐世保市中心市街地活性化イベントは、２０１５
年に SASEBO まち元気委員会主催にて開催し
た「SASEBO まちなかウォーキングスタンプラ
リー」の第２回開催となるイベントである。２０１６
年より規模を拡大し、三ヶ町商店街、四ヶ町商
店街、京町商店街、戸尾商店街、えきマチ一丁
目、させぼ五番街、新たに佐世保玉屋を加え、
賑わいの創出や中心市街地の活性化に寄与すべ
く、イベントに参加した佐世保市民や観光客に
街歩きを楽しんで頂きながら、回遊性の向上と
まちなかの賑わいづくりに向けて開催した。ま
ちなかを歩いてチェックポイントを回り、７
　
 つ
のスタンプを集めるスタンプラリーイベントで、
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Abstract
In the city center of Sasebo that connects seven shopping districts, the“Walking Stamp Rally 
in Downtown Sasebo”was held in ２０１５.　This event was held again in ２０１６ by the“SASEBO Revi-
talization Committee.”　During the ２０１６ event, students from the“Regional Cooperative Activities 
１”class of the Department of International Tourism at Nagasaki International University engaged 
in regional collaboration by managing a project to extend the wandering time of rally participants 
as well as in order to learn about the attractions of the downtown area.　In this paper, the author 
has analyzed the wandering behaviors of the participants in the central district of Sasebo.
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要　旨
「SASEBO まちなかウォーキングスタンプラリー」とは２０１５年から佐世保市の中心市街地の７つの商
店街等をつないだ一大イベントである。「SASEBO まち元気向上委員会」により２０１６年で２回目の開催
となる。今回は長崎国際大学 国際観光学科の学生が「地域連携活動１」の授業で地域連携に関わり，ま
ちなかの魅力を知り，回遊時間延長のための企画運営に携わった。また同時に参加者の中心市街地での
回遊行動分析を行った。
キーワード
地域連携、回遊行動、社会人基礎力、プロジェクトベースラーニング
スタンプをすべて集めれば軽食のチケットを提
供する。またハウステンボスの入場チケットや
長崎和牛セットが当たるガラポン抽選会の参加
もできる。佐世保の見どころを含んだ問題を解
きながら街歩きをして、参加者に佐世保の魅力
を知ってもらい、佐世保の地域活性化を促進し
ようとするイベントである。
１．SASEBO まち元気向上委員会とは
近年の少子高齢化、定住人口の減少、郊外型
商業施設の出店などの影響を受け、佐世保の中
心市街地にある商店街の買い物客は減少してい
る。その課題を検討・協議するために２０１３年６
月「SASEBO まち元気協議会」が発足され、ま
ちなかの賑わい及び元気さを維持向上させるた
めに２０１４年１０月「まち元気計画」が策定された。
利便性や回遊性の向上を図り、まちなかの賑わ
いを創る目的で佐世保市役所や佐世保商工会議
所、地元商店街の若手経営者、地元企業が集まっ
た委員会である。まちなかの賑わい、高い交流
性や情報発信、景観や居心地の良さを誇るまち
なかをめざし、「まちなかスタンプラリー」、「米
海軍とのコラボレーション」、「大学連携まちづ
くり」など、みんながつながるまちづくりを目
標としている。
２０１６年は、昨年参加された方々の平均回遊時
間（１時間５４分）を超えることを目標に、委員
会にて運営会議を重ねてきた。回遊時間の延長
は、まちの魅力を知り消費促進につながると考
える。
２．地域連携活動と商店街のイメージ
このイベントには長崎国際大学の学生達が
「地域連携活動Ⅰ」の授業で運営に１９名が参加
した。この科目は実践的な学びを通して社会人
基礎力を培い、産官学連携事業に積極的に取り
組むことを目的としている。
学生は、運営委員の会議や地域との連携した
イベント運営に携わった。長崎国際大学 国際観
光学科に在籍する学生が取り組む地域活性化へ
の取り組みは、地域貢献につながるものであり、
地域に住む人々の生活に密着した情報を提供す
ることは、地域の活性化に有意義なものと考え
る。
地域連携活動Ⅰを履修した学生を対象に１回
目の授業で、商店街についてのアンケートを実
施した。商店街のイメージは「人が集まる場所。
賑わっている」「地元感が強くて、親しみやす
い場所だと思った」「土日はお客さんで賑わっ
ているが、平日はそんなに多くないイメージ」
「五番街→四ヶ町→三ヶ町という順で若者の好
きな店が少なそう」「海外の方が多い！」など
の回答があった。商店街に来る頻度は、「半年
に１回程度やほとんど来ない」の回答もあり、
自由記述には「あまり来る目的がありません」
の回答もあり、残念ながらこのアンケートで学
生は佐世保市の中心市街地の商店街に興味がな
いことがわかる。
３．スタンプラリー企画概要
「SASEBO まちなかウォーキングスタンプラ
リー」は２０１６年７月１６日から１８日の３日間、参
加費は無料で午前１０時から開催された。佐世保
の中心市街地にある三ヶ町商店街、四ヶ町商店
街、京町商店街、戸尾商店街、えきマチ一丁目、
させぼ五番街、佐世保玉屋の７箇所を使ったス
タンプラリーである。
開始するチェックポイントでスタンプの台紙
となる専用の団扇を受け取り、７　 箇所に設置さ
れた問題を解きながら街を巡る。学生の提案で
休憩スペースを設け、無料の給水所の設置や親
子塗り絵体験などを実施した。佐世保市の中心
市街地で全体の回遊性向上を図ることを目的と
した。アンケートは無記名で実施し、「このア
ンケートは佐世保の地域活性化のための研究デー
タとして研究・論文などに使用します。」と表
記した。
３.１　イベントの流れ
１：スタート地点は７か所から自由に選ぶ。
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２：スタンプラリーの台紙になる「専用うち
わ」をもらう。
３：まちなかクイズを解きながら７か所の
チェックポイントを巡ってスタンプを集
める。
４：正解数により、クーポン券や景品・抽選
会に参加する。
　スタンプラリー会場オペレーションはスター
ト時、チェックポイント、ゴールと分類する。
そのオペレーションでは「記録する」「渡す」
「説明する」マニュアルを作成した。
協賛によりコンプリート賞として、まちなか
軽食チケット（ソフトクリーム、サンドイッチ
などまちなか有名各店での軽食引換券）をプレ
ゼントとして用意した。またダブルチャンスと
して、長崎和牛焼肉セットなどが当たるガラポ
ン抽選会を実施して１４店舗の引き換え券を配布
した。トラストナビのメール会員限定のサービ
スで、おみくじやクチコミ投稿等のコンテンツ
で貯めたポイント（トラポ）を使って応募する
もので、一人で複数賞品に応募することができ
る仕組みである。ホテル日航ハウステンボス１
泊朝食付きペア宿泊券やハウステンボスのペア
入場券などを賞品とした。
３.２　GPS スタンプの利活用とポータルサ
イト
２０１６年は、スマートフォンの GPS 機能を利
用した「GPS スタンプラリー」も同時に開催し
た。特別なアプリケーションのダウンロードを
することもなく、スマートフォン標準のインター
ネット接続用のブラウザで動作可能である。仕
様は、スマートフォンの GPS を使ってチェック
ポイントに近づきオリジナルスタンプとポイン
トを獲得できる。
チェックポイントへ移動し、特定の位置のポ
イントに接近すると次の表示がされる。
　スタンプが取得できる時に赤色表示される。
　半径約 １００m 以内にチェックポイント（ス
タンプ）がある時に黄色表示
　上記以外で半径約 １００m 超では無職でレー
ダーを表示しない
　各ポイントでチェックインするとそのポイ
ントに関連するクイズが表示される。
　チェックポイントでクイズに正解すると、
ボーナスポイントを獲得する
　開催時の３日間全てチェックポイントやクイ
ズが変わるようにチェックポイントにはクイズ
やポイントを付加する機能を備えている。この
機能により参加者に楽しんでもらえるように工
夫がされている。ネットワークを活用した仕組
みのため、関連のサイトを紹介できるように組
み込んでいる。
各商店街のホームページを総合的に紹介する
「SASEBO まちなかポータルサイト」も公開し
た。佐世保のまちなかを訪れるお客様に対し、
利便性と回遊性の向上を図るとともに、当ホー
ムページでスタンプラリーなど、まちなかのイ
ベントや商店街のキャンペーンの告知に活用し
た。
参加者が佐世保のまちを散策することによっ
て佐世保の魅力を知ってもらい、このイベント
をきっかけに若者が集まるまちとなる。さらに
県内外からの観光客を呼び込むことのできる毎
年恒例のイベントを目指し、地域活性化を図る
ことが目的である。佐世保の知名度を上げ、全
国からの観光需要増大を目指し、佐世保全体の
経済効果の向上を目標とした。
３.３　学生による企画運営
「地域連携活動Ⅰ」の授業で企画運営に取り
組んだ１９名は、まちなかの賑わいを創ること、
本イベントを成功させることを目標に様々な企
画や提案を行った。佐世保市の中心市街地で全
体の回遊性向上を図ること、そして昨年参加さ
れた方々の平均回遊時間（１時間５４分）を超え
ることを目標とした。学生は回遊時間の延長の
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ために参加者に家族連れが多いことに着目して、
商店街への休憩所の設置を提案した。学生手作
りのＡ４サイズの塗り絵や迷路、ペーパークラ
フトの素材を置いて子どもたちや参加者に楽し
んでもらうことや、佐世保コンベンション協会
の協力により佐世保の観光パンフレットや大学
案内などを置く提案をした。また長崎県や佐世
保市の人気キャラクターの着ぐるみや、地元企
業の協力により人気アニメのキャラクターの着
ぐるみを用意した。その他、イベントロゴやポー
タルサイトの検討、GPS スタンプラリーの現地
検証を行った。広報活動にも学生が関与しテレ
ビでの告知や佐世保市役所での記者発表、SNS 
での広報活動など、運営委員や地元企業と連携
して企画運営に取り組んだ。
４．イベント実施結果と回遊分析
スタンプラリー実施期間中は天気に恵まれ、
多くの家族連れの参加がイベント開始から見ら
れた。このイベントについてのアンケートは無
記名で、佐世保の地域活性化のための研究デー
タとして研究・論文などに使用する旨を表記し
た。
９５.７％がこのイベントに満足しているという
結果だった。台紙を使ったアナログイベントと
スマートフォンを使ったデジタルイベントの参
加者数は１,４３２名その中でゴールまで完了した人
数は１,１４３名であった。その中でもアナログ型の
参加者は１,２９１名でゴール人数は１,０９４名であった。
有効データ数とは９箇所の通過記録があるデー
タで、回遊分析に有効なデータである。（表１）
（表２）
表３は各会場からのスタート件数である。ス
タート会場別の参加人数はさせぼ五番街が一番
多く、続いて  三ヶ町商店街、そして「えきマ
チ」の順であった。駐車場や公共交通機関の利
便性に関係していると思われる（表３）（図１）。
また「京町」、「戸尾」など中央に位置する場所
からのスタートは少なかった。戸尾では日曜日
に、ほぼすべての店舗が休みであることが原因
である。
４.１　デジタル型イベントについて
今回初めて開催した「GPS スタンプラリー」
参加者の合計人数は１４１名とイベント全体の総
数の１０％の参加者であった。参加者、ゴール人
数とコンプリート率とも非常に少なかった。シ
ステムの運用や検証は十分であったが、コンプ
リート率の低さの原因は、操作中の表示画面や、
なんらかの不具合の理由により途中離脱者が増
えたためと思われる。具体的な仕様や操作説明
を記載するなどの工夫が必要であった。説明書
の作成、わかりやすい表示、魅力的な画面効果
など今後の課題である。また、運用前に学生も
含め検証を行ったが、アーケードで提供されて
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表１　参加者合計（アナログ型＋デジタル型）
有効データ数ゴール人数参加数
１,０８０件１,１４３名１,４３２名
資料：アンケート調査結果より筆者作成
表２　アナログ型参加者合計
ゴール人数参加数
１,０９４名１,２９１名
資料：アンケート調査結果より筆者作成
表３　会場別のスタート件数
件数スタート会場
２６７名三ヶ町
　１３名玉屋
１１５名四ヶ町
　９１名京町
　５５名戸尾
２０６名えきマチ
３３３名五番街
資料：アンケート調査結果より筆者作成
いる無料の Wi-Fi も検証中に問題が確認された。
現在の無料 Wi-Fi では接続後に必ず接続に同意
する操作が必要となる。その操作中にネットワー
ク接続が途切れることで、不具合が生じたと考
えられる（表４）。
また、デジタル型参加者の参加人数の結果は、
広報不足に原因があると思われる。広報媒体で
はチラシやポスター、広報させぼなど紙媒体で
約６８％を占めている。アナログ型には効果的な
広報であった。広域に情報発信する手法として
ポータルサイトや Facebook を使用したが、若
者やデジタル型の参加を増やすためには SNS 
の twitter や Instagram などによるソーシャル
メディアの活用が効果的と考えられる。次回の
開催へ向けてイベントのアカウントを作成して、
ソーシャルメディアへ反映させることから始め
たい（図１）。
４.２　回遊分析
SASEBO まち元気向上委員会のデータを使い
回遊分析を行った。今回の参加者１,４３２名中、本
会場にゴールした方は１,１４３名。この内、通過時
間の記入漏れがない有効データは１,０７７件であっ
たが、この有効データとアンケートデータをエ
ントリー No. で照合できた６１８件を回遊データ
分析のデータとして分析をする。（表５）はスター
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図１　広報媒体
資料：アンケート調査結果より筆者作成
表４　デジタル型参加者合計
コンプリート率ゴール人数参加数
１１.１３名　２７名１日目
３８.５１５名　３９名２日目
４１.３３１名　７５名３日目
３０.３４９名１４１名合計
資料：第２回まちなかウォーキングスタンプラリー実施報告書（２０１６年７月１８日）
ト会場別と参加者の年齢の集計である。
この分析により「三ヶ町」１５２名、「五番街」
１９０名と圧倒的に多いことが分かった。女性の
参加者が多いこともわかった。１０代は「四ヶ町」
が多く、この若い世代の多くはアーケードに集
まっていることがわかる。１０代未満のデータは
親子連れのスタート地点を表している。よって
家族連れは「三ヶ町」と「五番街」からスター
トするケースが多いと分析できる。６０代以上は、
「五番街」と「えきマチ」に集中している。当
日、ロゴの入ったジャージを着た高齢者の団体
が見かけられた。市外からの地域サークル団体
の参加者が影響している。
駐車場の数や駐車金額には関係なく、まちな
かの両端からのスタートが多く見られた。この
ようなイベントやゲームも含め端から片付ける
ような心理的な傾向があるのかなど、アンケー
トに項目を増やし次回も分析していく。
次はスタート会場別の参加者の性別を表した
表とグラフである（図２）。
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表５　スタート会場別　参加者の年齢
【単位：人】
五番街えきマチ戸尾京町四ヶ町玉屋三ヶ町
２８１２６　４　３０１９１０代未満
１８　９３　６２０１１９１０代
２０　８１　８　４０１３２０代
４４１９９１１１０１４２３０代
３３２５６　７１２３２９４０代
　７　８３　９　６０１６５０代
２１１５１　５　４０　７６０代
１５１８４　９　００　４７０代以上
　４　５１　０　００　３未回答
資料：アンケート調査結果より筆者作成
図２　スタート会場別　参加者の性別
資料：アンケート調査結果より筆者作成　
参加者の多くは、また五番街からのスタート
が圧倒的に多かった。公共交通機関での移動で
あれば、「えきマチ」からのスタートも考えら
れるが、ショッピングモールの駐車場からの移
動も多く見られた。
　次回のアンケートには町名の項目を追加する。
今回の分析データ６１８件のスタートからゴール
までの平均時間は２時間２１分で、前回の１時間
５４分から２７分長くなった。最長時間は６時間６
分、最短時間は３２分（表７）、回遊ルートは全
１４９通りとなり、すべての会場からの回遊デー
タを分析できるようになった。最長時間６時間
６分の参加者は６０代の女性、２名で参加、この
イベントに「満足」と回答した。ご意見の記述
は「スタッフの皆さん、お疲れ様でした！駐車
場を五番街で利用したため途中で買い物すると
荷物になると思い、結局五番街での買い物にな
りました。この暑さを避けて、秋にでも開催し
てほしい」とのの回答であった。最短時間は３２
分で参加者は１０代の男性、４　 名で参加している。
このイベントに「とても満足」と回答している。
（表６）
回遊ルート上位３ルートは、次のルートであ
る（表７）。
回遊時間の上位５０位、６時間３分から４時間
６分の５０件、下位３２分から１時間１０分の５０件の
データを使い、スタート場所と回遊時間の分析
を行った。表９では回遊時間が長い参加者は
「五番街」、「四ヶ町」、「三ヶ町」からスタート
している。回遊時間が短い参加者は「三ヶ町」、
「えきマチ」、「京町」、からスタートしている
（図３） 。
このデータから、回遊時間の長い参加者は
「五番街」からのスタートで、短い参加者は「三ヶ
町」と「京町」であった。全体での分析でも、
この理由は次の区間別人数・平均時間で説明が
できる（表８）。
「えきマチ」と「五番街」の区間は１位と６
位と、この区間を移動する参加者が多い。「え
きマチ」と「五番街」は同じエリアと捉えるこ
とができ、また「五番街」からアーケードに移
動する参加者も多いこと、佐世保の中心市街地
の回遊パターンは佐世保駅隣接の「えきマチ」
と「五番街」からアーケードに移動するパター
ンと「三ヶ町」から移動するパターンと大きく
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表６　回遊ルート最長時間と最短時間
（３２分）１０代の男性・４名で参加
最短時間のルート
四ヶ町→玉屋→三ヶ町→京町→戸尾→えきマチ→五番街→ゴール
（６時間２７分）６０代の女性・２名で参加
最長時間のルート
五番街（受付）→えきマチ→京町→四ヶ町→玉屋→三ヶ町→戸尾→五番街→ゴール
出典：２０１６スタンプラリー回遊ルート・区間分析
表７　回遊ルート上位３ルート（全１４９ルート）
９２件　全体の９％（平均時間：２時間１３分、最長４時間３４分・最短５２分）
No１
三ヶ町→三ヶ町→玉屋→島瀬→京町→戸尾→えきマチ→五番街→京町
６３件　全体の６％（平均時間：２時間４分、最長４時間１４分・最短１時間１５分）
No２
五番街→五番街→えきマチ→戸尾→島瀬→玉屋→三ヶ町→京町→京町
５２件　全体の５％（平均時間：２時間６分、最長３時間４９分・最短１時間５分）
No３
三ヶ町→三ヶ町→玉屋→島瀬→戸尾→えきマチ→五番街→京町→京町
出典：２０１６スタンプラリー回遊ルート・区間分析
２つに区分される。回遊時間は「五番街」から
スタートすることで延長することがわかった。
また「三ヶ町」から「京町」の移動時間は０：
４２でアーケードを移動することで滞在時間が長
く、回遊性が高いことがわかる。
また年齢と回遊時間の集計では男（２：２０）
女（２：３１）ともに回遊時間に差はなかった。
男女とも１時間台から２時間台が約８割を占
め、男性は１時間台５３％、女性は２時間台３９％
が最も多かった（表９）。
次に参加者の居住地とスタートの検証を行っ
た。統計データから「市外」１０％、「市北」２８％
と「中央」で４２％、「市南」が約１３％であり、
市南の参加者が１０％と、中心市街地のイベント
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表８　区間別人数・平均時間（人数１０位まで）
平均時間人数区間No
０：２２５７５えきマチ→五番街１
０：０３５５７京町→京町 ※２
０：１５５１５玉屋→三ヶ町３
０：１６４９０三ヶ町→玉屋４
０：０８４７９四ヶ町→玉屋５
０：１５４６５五番街→えきマチ６
０：４２４２３三ヶ町→京町７
０：１０３８３玉屋→四ヶ町８
０：２９３４３五番街→京町９
０：１６３３９戸尾→えきマチ１０
※ ２は最終チェックポイントとゴールが隣接。
資料：アンケート調査結果より筆者作成
図３　回遊ルート上位下位各５０位
資料：アンケート調査結果より筆者作成
への参加者が少ないことがわかる。「回答なし」
を除くデータから分析すると、市外からの参加
者は「四ヶ町」２２％と「京町」１８％と中心から
の移動が多い傾向が見られ、中央は「戸尾」
６６％と「えきマチ」５９％が多く見られた。
また市北からの参加者は「三ヶ町」からの移
動が多いと予想したが、結果は「三ヶ町」４３％
と「五番街」３９％でほぼ同じ結果であった（図
４）。
交通手段は、「自家用車」の利用が４６％（２８６
件）、次いで「徒歩」が２７％（１６６件）となって
おり、自動車利用が半数を占めている（表１０）。 
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表９　性別と回遊時間
【単位：人】
平均時間６時間台５時間台４時間台３時間台２時間台１時間台１時間以内合計性別
２：２０１０　４１２　７１１０６　７２０１男性
２：３１３３１３３９１５７１８０１１４０６女性
２：１２００　１　０　３　７　０　１１未回答
資料：アンケート調査結果より筆者作成
表１０　交通手段
構成比参加人数交通手段
４６％２８６自家用車
２７％１６６徒歩
１８％１１０バス
　３％　２０ＪＲ
　１％　５自転車・バイク
　０％　２タクシー
　１％　７松浦鉄道
　４％　２２未回答
出典：２０１６スタンプラリー回遊ルート・区間分析
図４　居住地とスタート会場
資料：アンケート調査結果より筆者作成
５．まとめと考察
本研究は、佐世保市の中心市街地活性化を目
的とした産官学の協力によるイベントの開催と
学生による回遊時間の延長の提案、平成２５年に
新たに開業した大型複合商業施設である「させ
ぼ五番街」を含む中心市街地での回遊分析を目
的に行った。平均回遊時間１時間５４分を超える
ことを目標に検証を重ねた結果、実績は２時間
２１分となった。
佐世保の文化や情報の発信を通じて、市民の
交流を促進することにより、様々なイベントや
ブランドの開発など、若い世代が考える企画運
営は、地元商店街の若手経営者や佐世保市観光
課、地元企業が、お互いの役割を理解して協力
しながら進めていくことが大切である。今回の
地域イベントは、参加者と企画者の意見と、学
生の提案で実現した学生手作りの休憩所の設置
により数多くの子ども連れの家族に楽しんでい
ただいた。この企画運営でイベントを成功させ
るイベントリテラシーの育成にも効果があった
と思われる。
　今回の SASEBO まちなかウォーキングスタ
ンプラリーの回遊分析の結果をまとめる。
・　 スタンプラリーは女性の参加者が多く、
回遊時間が長い。
・　 交通手段は自家用車が半数
・　佐世保駅周辺の「五番街」と「えきマチ」
は、相互の移動が多く、新しい動線が見
られる。
・　 市南からの参加者が少ない。
・　 市外からの参加者は島瀬・京町・五番街
に集まる。
・　 若者は中央（島瀬・京町）に集まる。
・　 中心市街地の両端（佐世保駅周辺と松浦
公園）からのスタートが７４％である。
・　 回遊時間を延長するには休憩エリアの確
保が有効。
回遊分析については、「五番街」と「えきマチ」
方面、「三ヶ町」の両端から移動すれば回遊時
間が長くなり、中央から移動すれば回遊時間が
短くなる結果が見られた。回遊する始点から目
的地の距離と、店舗数にも影響されたと考えら
れる。居住区とスタート会場の関係は見られな
かったが、市外からの参加は中央から開始する
傾向が見られた。スタンプラリーの受付本部が
中央であったことも関係があると思われる。市
南の中心市街地でのイベント参加率が全体の約
１０％と非常に少ないことがわかる。市南にある
大型商業施設や多くの大型量販店の影響が考え
られる。
区間別人数と平均時間の結果を見ると、「五
番街」と「えきマチ」との相互移動が最も多く、
その移動後に、島瀬や京町に向かう傾向が多く
見られた。女性の参加者が多く、過半数が自家
用車を使った交通手段であれば、中心部へのア
クセスは駐車場の問題が挙げられる。しかし
「五番街」と「えきマチ」には、まちなかへの
移動に利便性が高い駐車場が確保されているた
め、今後は中心市街地の拠点となるであろう。
そのためには、移動空間と交流空間や休憩所
の整備が必要である。移動空間は高齢者、障害
者等への配慮はもちろん、縁石などによる歩行
者の安全を守る歩行空間の確保、ピクトグラム
や他言語を用いた案内表示の整備である。現状
では佐世保駅から島瀬や京町にあるまちなかへ
の案内板などは設置されていない。早急に整備
し情報を提供することが必要である。
また実際に訪れたイベント参加者や観光客へ
の新しい情報サービスの展開も必要である。GPS 
と中心市街地の情報を組み合わせてスマートフォ
ンなどのモバイル機器に情報を提供することに
より、地図と電子化された観光情報により、中
心市街地の道順や自分自身の現在位置の確認な
どのサービスを提供できる。デジタルイベント
で使用したシステムを活用する事で、移動経路
や施設の利用状況の情報を含め、性別、年齢、
利用時期や時間の情報により、移動に関する満
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足度などを分析することもできる。また回遊時
間の延長を図るには、交流空間も必要となる。
チャレンジショップやアンテナショップ、高齢
者や若者・子育て世代向けのコミュニティスペー
スを、日曜祝日に閉店している戸尾エリアの店
舗や、アーケードの空き店舗に交流空間の整備
や休憩所の設置を提案したい。
本研究では携帯端末の位置情報による地域活
性化イベントと回遊分析を進めている。２０１６年
には、【日本遺産 WEEK】SASEBO 日本遺産ス
タンプラリーを佐世保市が実施している。２１０６
年４月、佐世保市の歴史と文化を代表する、「鎮
守府　横須賀・呉・佐世保・舞鶴」と「日本磁
器のふるさと肥前」（三川内焼）が、「日本遺産」
に認定され、日本遺産を記した地図兼スタンプ
ラリー帳で巡り、スタンプを集めるイベントは
スマホで参加する GPS スタンプラリーも同時
開催している。２０１７年度は地域活性化の一環と
して、佐世保の中心市街地で「スマートフォン」
と 「GPS」を用いた、女性のためのスタンプ
ウォークラリーを計画し、美意識コースやスイー
ツコースなど６コース４２ポイントを準備した。
今後もこのような GPS による位置情報と滞
在時間などのデータを活用して、地域活性化と
中心市街地の実態調査に向けて研究を進める。
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